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研究シーズの概要 

ESD(Education for Sustainable Development：持続可能な開発のための教育)をご存じでしょうか。たぶん

SDGs(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標)は聞いたことがあってもESDは知らないという方

が多いかもしれませんが、ESDは2002年に日本政府が提唱した考え方で、同年の第57回国連総会で採択され国際

的に取り組まれてきました。その後、2015年の国連サミットで国際社会全体の目標として採択されたのがSDGs

で、ESDは17の目標のうち目標４の中の１つのターゲットとして位置付けられました。さらに、2019年の第74回

国連総会ではESDはターゲットの1つとして位置付けられているだけでなく、SDGsの17全ての目標の実現に寄与

するものであることが確認されています。（文部科学省webページによる。） 

また、日本においては全国の小・中・高等学校における教育課程の基準である学習指導要領にESDの理念が取

り入れられ、現行の学習指導要領においては「持続可能な社会の創り手」の育成が掲げられています。 

これらのことを踏まえ、身近な地域から地球規模の課題まで様々なスケールで持続可能な社会づくりについ

て考察できる地理の授業開発を研究しています。例えば、図１のようにESDの内容群に「危機管理・危険回避に

関すること」を新たに設定し、図２のような防犯環境設計（CPTED：セプテッド）の理論を基に持続可能なまち

づくりを考えさせる防犯地理の授業開発を進めています。他にも同じ内容群として、自然災害による被害を最

小限に抑える持続可能なまちづくりを考えさせる防災・減災地理の授業開発も進めています。未来社会を担う

子供たちが、こうした授業を通して「持続可能な社会の創り手」になっていくことを願いながら、様々な授業

開発に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ ESDの内容群とキーワード例（国研2010を基に作成）    図２ 防犯環境設計（警視庁webページを基に作成）     
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